
市政に対する一般質問一覧表 

 

令和３年第４回定例会 

 

質問順位   １      議席番号    ６番      氏 名  遠 藤 泰 子  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．人事管理 

行政のデジタル化への対応について 

 本年９月にデジタル庁が創設され、今後、行政のデジタル化とともに

家庭生活においてもデジタル化が進んでいくものと思う。行政のさまざ

まな分野で効率化や住民サービスの充実が図られていくものと理解して

いるが、当市においてはデジタル化への体制の整備やデジタル機器等に

不慣れな高齢者へのサポートも必要であると思う。当市の対応について

伺う。 

 ⑴ 行政のデジタル化へ対応するための体制と対策について伺う。 

 ⑵ デジタル活用支援員推進事業の活用など、高齢者へのサポートに

ついて伺う。 

 ⑶ デジタル化に伴うプッシュ型の情報発信の拡大について伺う。 

 

市職員の育成について 

 デジタル化が進み、ＡＩ、ＲＰＡなど、市の業務が急速に変化してい

くことが予想される中、市職員のスキルアップは必然と考える。同時に

高齢社会に対応した丁寧な対応も求められる中、職員一人ひとり、自ら

が業務改善していく姿勢が求められると感じる。当市における職員の育

成について伺う。 

 ⑴ 様々な研修を実施していると思うが、当市の研修の実施状況につ

いて伺う。 

 ⑵ 研修の成果を、どう評価しているか伺う。 
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質問順位   ２      議席番号    ２番      氏 名  久保田 隆 二  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

行政問題 

 

 

 

 

 

 

デジタル戦略について 

 令和３年９月１日にデジタル庁が創設され、自治体システムの標準

化・マイナンバーカードの活用など、国全体でデジタル社会の実現に向

けた改革が推進されていますが、当市における、デジタル戦略の方針を

次のとおり質問いたします。 

 ⑴ デジタル推進の方向性について 

 ⑵ デジタル人材の活用について 
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質問順位   ３      議席番号    ７番      氏 名  下 山 光 義  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

福祉問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政問題 

障害者の三沢市公共施設使用料の減免措置について 

 本市では、障害のある人もない人も幸せに暮らせる共生のまちづくり

を目指して、様々な施策を推し進めているところであろうかと思います。 

 一方、他の自治体の中には、障害者の公共施設の使用に対する減免措

置を設けているところがある中で、現在本市では障害者個人が三沢市公

共施設を使用する際の、使用料に対する減免措置が行われていないよう

に見受けられます。 

 そこで、障害者の経済的負担軽減、自立と社会参加を支援するという

意味においても、公共施設使用料等の減免措置が必要であると考えてお

りますが、本市のご見解をお伺いいたします。 

 

三沢、東京羽田線４便化維持について 

 令和４年度の県に対する重点事業要望書の最重点要望項目として、三

沢空港発着路線の維持、拡充等について、近隣９市町村が連携した広域

要望として提出されております。このことは広域圏内における観光振興

や地域経済の活性化を図るための要望であると思います。 

 しかしながら、三沢、羽田線４便化を維持するためには、令和４年３

月から始まり令和５年３月まで行われるトライアル運航期間中に、利用

実績等において競合する下地島空港を上回り、評価を得ることが必要と

なります。 

そこで、 

 ⑴ トライアル運航期間に向けて利用実績向上のために、どのような

対策を検討されているのか。お伺いいたします。 

 

また、三沢空港は本市の特色のひとつであると同時に、とても重要な

資源であると考えております。 

そこで、 

 ⑵ 三沢空港を核とした地域経済活性化対策としての、新たな事業等

は検討されているのか。お伺いいたします。 
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質問順位   ４      議席番号   １３番      氏 名  西 村 盛 男  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．道路行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．投票率向上に向け

た方策について 

市民の方々が生活道路として使用している私道の中には、未舗装のた

めに危険な箇所が見受けられるものが多数存在しています。あくまでも、

私道は所有者が管理するべきものではありますが、当該地域市民の安

全・安心な暮らしを実現するためにも、市として何らかの対策を講じる

必要があるとの思いから、以下の点について伺います。 

 ⑴ 未舗装の私道について、課題等をどのように認識されているのか

伺います。 

 ⑵ 市民から寄せられた相談等に対し、これまで市としてどのような

対応を検討されたのか伺います。 

 ⑶ 私道整備助成制度等の導入について、市の見解を伺います。 

 

 現在、各種選挙における投票率の低下が全国的に大きな問題となって

います。当市におきましても、様々な取組が進められている中ではあり

ますが有権者の方々がより投票しやすい環境づくりに向けて、以下の点

について伺います。 

 ⑴ これまでの投票率向上に向けた取組について伺います。 

 ⑵ 先般の衆議院議員選挙における投票状況等の分析と総括について

伺います。 

 ⑶ 現在の期日前投票所のあり方を含め、今後の取組について伺いま

す。 
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質問順位   ５      議席番号    ９番      氏 名  奥 本 菜保巳  

 

質問方式 一問一答  質問時間 ２０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

気候変動問題につい 

て 

 

 

 

 

 

農政問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原油高騰対策につい

て 

 

 

教育問題について 

 世界規模でＣＯ₂を含む温室効果ガスが原因の気温の上昇による気候

危機が起こっている。日本でも経験のない豪雨や台風、猛暑など深刻な

被害がもたらされている。世界各地で２０５０年までに温室効果ガス排

出ゼロへの動きが広がっている。国内では、気候危機を止めるために「ゼ

ロカーボンシティ」を宣言する自治体が増えている。当市でも宣言すべ

きと考えるが、見解を伺う。 

 

１ 米価暴落対策について 

⑴ コロナ禍の影響から米の需要が減り、米余りが生じ、今年の米の概 

算金が大幅に下落し、米農家が苦境に立たされている。この事態をう

け、いち早く専決で赤字補てんなど支援策を打ち出している自治体が

ある。当市の対策を伺う。 

⑵ 米農家の方々への三沢市独自の相談窓口を設置すべきと思うが、 

当市の見解を伺う。 

２ 三沢市における稲作農家の現状と課題について 

 ⑴ 稲作農家の戸数の推移と実態について伺う。 

 ⑵ 今後の稲作に対する市の政策について伺う。 

 

原油の高騰で石油や関連商品が値上がりし、市民のくらし、中小零細

企業、農漁業者を直撃している。そこで灯油等の購入を支援する「福祉

灯油」等を実施すべきと考える。当市の見解を伺う。 

 

１ 就学援助制度における入学準備金を国が示している基準額の５万円

に引き上げるべきと考えるが、当市の見解を伺う。 

２ 就学援助制度に関する手続きを市のホームページに掲載し申請書類

をダウンロードできるようきめ細かに広報すべきと考える。当市の見

解を伺う。 

３ 要保護、準要保護の対象女児に生理用ナプキンのクーポン券を配布

してはどうか。当市の見解を伺う。 
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質問順位   ６      議席番号    ５番      氏 名  田 嶋 孝 安  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．三沢空港周辺の整

備について 

 

 

 

 

 

２．旧アーケード通り

について 

 

 

 

 三沢市の空の玄関口である三沢空港の今後の利用促進が期待される

中、三沢空港第一駐車場南側と、三沢市民運動広場野球場東側に隣接し

た市有地の活用について、２点伺います。 

 ⑴ 当該市有地について計画等があるか伺います。 

 ⑵ 駐車場や憩いの場、ビジネス等の拠点施設等に利用する考えがな

いか伺います。 

 

 三沢市の商店街の中心となるアーケード通りもアーケードが撤去さ

れ、明るい雰囲気を醸し出してきましたが、今後のこの通りの活性化に

ついて２点伺います。 

 ⑴ 旧アーケード通りについて政策や計画等があるか伺います。 

 ⑵ 電線等の地中埋設等による街づくりをする考えがないか伺いま

す。 
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質問順位   ７      議席番号    ４番      氏 名  小比類巻 孝幸  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

共生社会実現に向け

た施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三沢市はユニバーサルタウンを目指し、今年の３月に「バリアフリー

マスタープラン」を策定しました。 

 基本方針の一つである「心のバリアフリー」では、ユニバーサルマナ

ー教室やカナダ車いすラグビーチームとの遠隔交流を実施するなど小・

中学生を対象にした多様性の理解促進に力を入れています。 

 一方、これまで市民とともに作り上げてきた国際交流事業については、

コロナ禍を理由に中止や延期が続いており、共生社会実現のための同様

な目的を持った施策に対して、市の対応には温度差があるように感じら

れます。 

 「バリアフリーマップ」については、地域が市役所や駅・空港などの

公共施設周辺に限定されており、高齢者・障害者等が多い「バリアフリ

ー化が特に必要な地区」の選定に遅れが感じられます。また、冬季でも

安心な移動手段や歩道の整備なども併せて進める必要があります。 

 そこで、次の２点について、三沢市の姿勢をお答え願います。 

 ⑴ 共生社会実現に向けた施策の今後の展開について 

 ⑵ 「三沢市バリアフリーマスタープラン」の進捗と今後の計画につ

いて 
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質問順位   ８      議席番号   １４番      氏 名  春 日 洋 子   

 

質問方式 一問一答  質問時間  ２０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育問題 

 

 

 

１ 命を守る防災対策について 

 災害はいつ、どこで起きるかわかりません。防災対策は自分自身で心

がけて備える必要がありますが、自助だけでなく、人によっては手助け

が必要な場合もあり、その共助の入り口が安否確認です。ご近所で取り

組める共助として、黄色いハンカチやフラッグなどを掲げることにより、

自身が無事でいる意思表示や助けるべき要配慮者の早期発見にもつなが

ります。 

 本市においても取り組むべきと考え、ご見解をお伺いします。 

２ デジタル化の推進について 

 コロナウイルスの感染拡大は、日本のデジタル化の遅れを浮き彫りに

しました。デジタル化は、人と人との分断を強いるコロナ禍を乗り越え

ていくひとつの手段でもあるといわれています。そこで市が保有する住

民データを活用し、対象者に行政情報をＬＩＮＥで知らせるプッシュ型

通知を導入し、市民のニーズに合ったサービスを提供すべきと考え、ご

見解をお伺いします。 

３ ひきこもりの支援について 

 コロナ禍がひきこもりの増加に拍車をかけることも懸念されており、

「一斉休校をきっかけに登校できなくなった」「在宅勤務を続けていた

が、会社に行けなくなった」など、相談内容に変化が起きているといわ

れます。ひきこもりの支援を充実させるため、当事者や家族の体験談な

どを掲載したひきこもり支援ブックを作成し、配布すべきと考えます。

本市のご見解をお伺いします。 

４ 企業による奨学金返還支援（代理返還）制度の周知について 

 各企業が社員に対して実施している貸与奨学金の返還額の一部または

全額を支援する取組について、これまでは各企業から社員の方に直接支

援する方法のみでしたが、本年４月より企業から日本学生支援機構に直

接送金することを受付することとなりました。 

 本市においても広く周知に努めるべきと考え、ご見解をお伺いします。 

 

ハイリー・センシティブ・チャイルド（ＨＳＣ）の理解促進について 

 「音や光、においに敏感」「気を使い過ぎて疲れやすい」など、人一倍

繊細な特性を持つ子どもは、「ハイリー・センシティブ・チャイルド（Ｈ

ＳＣ）」と呼ばれ、５人に１人が該当するとされています。不登校の原因

になっている可能性もあるといわれることから、関わり方や配慮が必要

です。そこで本市での取組をお伺いします。 
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 質問順位   ９      議席番号    ３番      氏 名  舩 見 昌 功  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

道路行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 国道３３８号の整備促進について 

 高瀬川架橋新設道路の整備及び歩道・車道の幅員拡幅整備は、渋滞解

消や安全な交通確保、歩行者の安全確保のため、また、緊急避難路の観

点からも非常に急がれます。 

 そこで、現在行っている高瀬川第二橋の橋梁架替工事の西側に位置す

る当該路線について、市当局の現状における認識と早期整備推進に係る

方向性についてお伺いいたします。 

２ 主要地方道八戸野辺地線の整備促進について 

 主要地方道八戸野辺地線の花園町から駒沢バイパスの整備について

は、当市の重点要望事項となっておりますが、その見通しが立っており

ません。当該路線は、幅員が狭く、急勾配、急カーブが続き、また、通

学路にもかかわらず歩道が未整備の区間もあります。 

 そこで、市当局として当該路線の現状における認識と早期整備推進に

係る方向性についてお伺いいたします。 

３ 市道織笠２号線の整備事業について 

 青森県が平成２４年１０月に公表した津波浸水予測区域図を受けて、

本市では、平成２５年３月に津波避難計画を策定し、指定緊急避難場所

へ避難するための、避難路の整備を順次進めております。そこで、本事

業の進捗状況と今後の整備計画についてお伺いいたします。 
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